
橋梁塗膜試料採取の手順書

株式会社きぃすとん

ロープアクセス技術による



はじめに
　ロープアクセス技術による橋梁塗膜試料採取の手順を以下の6工程に分けて紹介します。

～ 手順は全部で6工程 ～

① 塗膜採取位置へのアプローチ
　　　　　　あらかじめ予定の塗膜試料採取箇所上の橋面に移動し、資機材を搬入

② メインロープ支点作成
　　　　　　メインロープの支点を作成

③ 下降開始
　　　　　　ロープ、各装備の安全確認後、下降開始

④ 塗膜採取箇所への取り付き
　　　　　　ロープを操り最適な作業姿勢を確保

⑤ 塗膜採取
　　　　　　塗膜剥離器を使用し、塗膜を採取

⑥ 採取完了→ロープ回収
　　　　　　採取完了後、ロープを回収しながら橋面へ復帰　

⓪事前準備 ～ 現場の成功は入念な準備と現場計画から ～

では、各工程を詳しくご紹介・・・の前に。

現場作業前の準備、作業計画が十分でないと現場で大慌てするハメになります。　事前に現場
状況を正確に把握し、作業に当たる調査員全員が同じ情報に基づいて行動できるよう、準備・
計画を練ります。

対象橋梁、点検内容、現場状況の把握
　　　　　　・橋梁一般図・構造図、過年度点検結果などの資料から橋梁の現状を把握
　　　　　　　　・踏査結果をもとに各橋梁に応じたアプローチを確認

必要器材の準備
　　　　　　・現場に合わせたロープの準備
　　　　　　　　　　　　メインロープ：取れるロープ支点（高欄or周辺の樹木）により必要な長さのロープを準備
　　　　　　　　・塗膜採取機器
　　　　　　　　　　　　塗膜剥離機/膜厚計/計量器/ポータブルバッテリー/試料採取袋/飛散防止材
　　　　　　　　・その他
　　　　　　　　　　　　全ての持ち物に落下防止措置を実施

社内打合せ
　　　　　　・調査員全員が顔を揃え社内打合せを実施し、作業内容や現場状況を周知する
　　　　　　　　・乗り込みから撤収まで、現場での予定を全員が共有する
　　　　　　　　・現場に関する疑問点や不安点、要望を整理し、事前に全て解消する



作業箇所への資器材搬入が終了した後、メインロープの支点を作成します。　ロープはセミスタティ
ックロープ（耐荷重18kN以上、伸び率5%以下）を使用し、搬入前にロープチェックを済ませロー
プバッグにほぐし入れておくこと。　ロープチェック時に
ヨレ、擦過跡、染みなどが見られたロープは使用を中止
し速やかに廃棄します。　支点の作成にはカラビナ、スリ
ング（緊結具）を使用します。

①塗膜採取位置へのアプローチ
事前踏査で確定した塗膜採取箇所に無理なくアプローチできる位置へ移動。　ロープの他、必要な
資機材を搬入します。
この時、作業箇所周囲に十分注意を払い、第三者の立入がないことを確認します。　必要な場合は
通行規制を実施します。　上下作業の禁止はロープアクセス作業の鉄則です。

②メインロープ支点作成

ロープは厳格に管理されたものを使用する　

カラビナ ： 金属製のコネクター。　支点の作成にはゲートの誤開閉が
　　　   　     起きない安全環つきのものを使用する。 耐荷重20kN　

スリング ： 繊維製のコネクター。　リング状に縫製されたもの。
　　　   　     材質により様々な強度、形状のものがある。

メインロープはシングルロープとし、2点以上の強固な支持物にアンカーを取ります。　今回は現場
状況により高欄、転落防止柵、周辺の樹木を利用します。　いずれの支持物でも、下降前に仮荷重
テストを実施し、十分な強度があることを確認します。　強度がないと判断した場合には別の支持物
を使用します。

【用語説明】

高欄の仮荷重テストの様子 高欄にメインロープ支点を作成し下降…の様子

樹木をアンカーに使用 転落防止柵をアンカーに使用 橋面に停めた車両をアンカーに使用



③下降開始
支点が決まれば、ロープを下降器にセットし下降
を開始します。　セルフビレイ（自己確保）を取り、
動作確認を行う。　 ロープアクセスの基本動作に
則った、安全で確実な下降です。

【用語説明】
下降器 ： ロープを下降する際に使用するロープアクセス器材。
　　　　　　　 きぃすとんはレバー操作で下降を制御する”ＲＩＧ”を使用。

セルフビレイ：自己確保。　下降器に体重を掛けるまではセルフビレイ
　　　　　　　　　　 で墜落防止。　動作確認後にセルフビレイは解除する。

動作確認 ： 下降器が正常に動作するか、正しくロープがセットされて
　　　　　　　　　 いるか、支点からのロープの流れに問題が無いか、など
　　　　　　　　　 の最終確認。　万一、ここで問題があってもセルフビレイ
　　　　　　　　　 によって、ただちの墜落の可能性は排除される。

④ 塗膜採取箇所への取り付き
塗膜採取箇所へ移動し、最適な作業姿勢を確保します。　塗膜採取器具を準備します。

③～④の一連の動きを下にまとめました。　橋梁形式、規模によって最適な下降、移動を実施します。　



⑤塗膜採取
飛散防止対策を施し、塗膜採取を実施します。　塗膜剥離機（ソノスプリッター）を使用し、80ｇ程度
の塗膜をチャック式のビニール袋に収集します。

⑥採取完了→ロープ回収
採取完了後、養生を撤去しロープを回収しながら橋面へ復帰します。　桁下から橋面へ復帰する際に
は、橋面に待機する調査員に連絡を入れ、通行の有無等の安全を確認する。

⓪巻末資料
次項以降に下記資料を添付します。
　
　1. ロープアクセス技術_主な使用器材の紹介
　2. 技術資料　「橋面から下降しサブロープを使って主桁にアプローチ」
　3. 技術資料　「主桁に沿って移動　2人1組で吊り金具を使いトラバース」
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っ
て

主
桁

に
ア

プ
ロ

ー
チ

、完
了

！



デ
リ

ギ
ン

グ
し

た
カ

ラ
ビ

ナ
、ス

リ
ン

グ
は

ノ
ッ

ト
に

残
し

た
ま

ま
に

し
ま

す
が

、
安

全
環

を
締

め
て

い
な

い
と

木
、鋼

材
な

ど
に

引
っ

掛
か

っ
た

拍
子

に
ノ

ッ
ト

か
ら

抜
け

落
ち

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

　
安

全
環

を
締

め
ま

し
ょ

う

1
本

の
ロ

ー
プ

を
キ

ャ
タ

ピ
ラ

の
よ

う
に

循
環

さ
せ

て
使

用
す

る
こ

と
で

リ
ギ

ン
グ

を
素

早
く

行
う

こ
と

が
で

き
ま

す
 　

こ
の

と
き

垂
ら

し
た

ロ
ー

プ
が

木
、架

線
な

ど
に

引
っ

か
か

ら
な

い
よ

う
注

意
し

ま
し

ょ
う

万
一

、支
点

が
脱

落
し

た
場

合
に

二
人

の
体

重
が

同
じ

支
点

に
か

か
る

こ
と

が
な

い
よ

う
、先

行
者

と
後

行
者

の
間

は
2

支
点

以
上

開
け

る
よ

う
に

し
ま

し
ょ

う

吊
り

金
具

の
間

隔
が

広
く

リ
ビ

レ
イ

の
構

築
が

難
し

い
場

合
は

サ
ブ

ロ
ー

プ
を

使
っ

て
取

り
つ

き
ま

す
（

右
図

参
照

）

進
行

方
向

主
桁

に
沿

っ
て

移
動

　～
吊

り
金

具
ト

ラ
バ

ー
ス

～
使

用
頻

度
：

難
易

度
：

ロ
ー

プ
ア

ク
セ

ス
技

士
レ

ベ
ル

： 3
点

検
員

は
二

人
一

組
に

な
り

、先
行

す
る

点
検

員
が

リ
ビ

レ
イ

を
構

築
、後

行
者

は
リ

ビ
レ

イ
を

解
除

し
な

が
ら

移
動

、点
検

を
し

ま
す

1
本

の
ロ

ー
プ

を
キ

ャ
タ

ピ
ラ

の
よ

う
に

循
環

さ
せ

て
使

用
す

る
こ

と
で

リ
ギ

ン
グ

を
素

早
く

行
う

こ
と

が
で

き
ま

す
 　

こ
の

と
き

垂
ら

し
た

ロ
ー

プ
が

木
、架

線
な

ど
に

引
っ

か
か

ら
な

い
よ

う
注

意
し

ま
し

ょ
う

万
一

、支
点

が
脱

落
し

た
場

合
に

二
人

の
体

重
が

同
じ

支
点

に
か

か
る

こ
と

が
な

い
よ

う
、先

行
者

と
後

行
者

の
間

は
2

支
点

以
上

開
け

る
よ

う
に

し
ま

し
ょ

う

吊
り

金
具

の
間

隔
が

広
く

リ
ビ

レ
イ

の
構

築
が

難
し

い
場

合
は

サ
ブ

ロ
ー

プ
を

使
っ

て
取

り
つ

き
ま

す
（

右
図

参
照

）

デ
リ

ギ
ン

グ
し

た
カ

ラ
ビ

ナ
、ス

リ
ン

グ
は

ノ
ッ

ト
に

残
し

た
ま

ま
に

し
ま

す
が

、
安

全
環

を
締

め
て

い
な

い
と

木
、鋼

材
な

ど
に

引
っ

掛
か

っ
た

拍
子

に
ノ

ッ
ト

か
ら

抜
け

落
ち

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

　

進
行

方
向

安
全

環
を

締
め

ま
し

ょ
う

ぺっつる UP CR
OL
Lぺっつる

Ｎ
Ｒ

Ｔ
（

N
o 

R
op

e 
T

ra
ve

rs
e）

橋
梁

の
条

件
（

吊
り

金
具

の
間

隔
や

主
桁

高
さ

な
ど

）
に

よ
っ

て
は

リ
ギ

ン
グ

、デ
リ

ギ
ン

グ
を

一
人

で
行

い
な

が
ら

移
動

す
る

方
法

を
用

い
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。　

こ
れ

を
「

Ｎ
Ｒ

Ｔ
（

ノ
ー

 ロ
ー

プ
 ト

ラ
バ

ー
ス

）
」

と
呼

び
3

本
の

ラ
ン

ヤ
ー

ド
（

可
変

カ
ウ

ズ
テ

イ
ル

×
2

本
+

ロ
ン

グ
カ

ウ
ズ

テ
イ

ル
）

を
使

い
常

に
2

点
以

上
の

自
己

確
保

を
と

り
つ

つ
移

動
、点

検
を

し
ま

す
。

ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

ロ
ー

プ
と

下
降

器
を

使
っ

た
長

さ
調

整
が

可
能

な
ラ

ン
ヤ

ー
ド

。

※
可

変
カ

ウ
ズ

テ
イ

ル
：

難
易

度
：

1 2


